
超高速光パルス誘起形態変化現象における光学的減衰長の役割解明 
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近年の自由電子レーザー技術の発展に伴い、極端紫外線領域でもレーザー加工のような高出力

な光パルスを利用することが可能となってきた。これまで、レーザー加工の分野では紫外線から

遠赤外線領域にまたがる様々なレーザー波長を用いて物質との非線形な相互作用が研究されてお

り、レーザーパラメータとしては、波長やパルス幅を適切に選択する必要がある。これらのパラ

メータの内、光学的減衰長が与える影響は、伝統的な表面計測技術等では明らかにすることが困

難であった。 

本研究では、光学的減衰長さが材料の形態学的変化に寄与する効果を明らかにするため、２つ

の波長のフェムト秒パルスを用いてそれぞれ独立に材料を照射し、その形態学的変化を原子分解

能レベルで比較することで、光学的減衰長の役割を解明する。FIG. 1 にはそれぞれ異なる２つの

波長を用いて、シリコン結晶を照射した際の光学顕微鏡の画像を比較した。光学的減衰長が短い

場合(約 50 nm)アモルファス化が観測されたのに対し、長い場合には(約 500 nm)クラックのみで、

結晶性に変化は見られなかった。この結果は、形態学的変化における光学的減衰長の役割を明ら

かにしている。 

なお、本成果の一部は NEDO 事業「高輝度・高効率次世代レーザー技術開発」によるものである。 

FIG. 1: The comparison of morphologies irradiated by two wavelengths (a) 10.3 nm and (b) 13.5 nm. 
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